
（t）

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

家庭系ごみ 20,541 20,238 22,668 22,787 22,567

事業系ごみ 8,543 8,992 9,457 8,535 8,784

3,123 3,242 1,376 1,418 1,275

785 892 839 1,056 897

2,187 2,189 1,926 1,894 1,825

757 744 741 794 758

154 147 143 175 155

180 176 184 186 192

3,993 3,730 3,338 3,352 3,321

428 341 277 144 75

40,691 40,691 40,949 40,341 39,849

（人）

185,845 184,983 184,047 182,589 181,267
365 365 366 365 365

（g/人・日)

１人１日平均排出量 上伊那 600 603 608 605 602

１人１日平均排出量 全 国 920 919 918 901 890

１人１日平均排出量 ⾧野県 817 811 816 807 800

※次ページグラフ参照

１ 基本方針

上伊那地域は、一般廃棄物（ごみ）処理基本計画に基づき、ごみの減量化・資源化に取り組んでいます。

そして、どうしても処理処分しなくてはならないごみについてはごみ処理広域化計画に基づき、可燃ごみは「上伊那クリーンセンター」で、

不燃ごみ・粗大ごみは「クリーンセンター八乙女」、飛灰は「クリーンセンター八乙女最終処分場」で処理処分の共同処理をしています。

※飛灰の埋立については、リスク回避のため一部民間への委託処分をしています。

2 分別収集

概ね、上伊那８市町村の分別は「７区分１３分別」となっています。

３ ごみ処理費用有料制度

〇規定量までは低負担、規定量を超えれば高負担となる、二段階従量有料制としています。

〇ごみ処理手数料は、指定ごみ袋購入時にご負担していただき、ごみ袋の容量別に、ごみ袋１枚あたり、30円・40円・50円としています。

〇指定ごみ袋購入チケット制度として、年度当初に家族人数に応たチケットを配布して、その枚数内でごみを排出していただいています。

〇ごみ処理施設の施設使用料は、

基本料金 ２０キログラムまで400円

超過料金 １０キログラムあたり200円

事業系ごみ 10キログラムあたり400円

４ 資源物の収集

古紙類、衣類、小型家電、廃食用油、廃蛍光管、廃乾電池等については、市町村で独自収集をしています。

５ 上伊那のごみ処理状況

上伊那８市町村は、３Rに積極に取り組み、焼却や埋め立てをしなくてはならないごみをできるだけ削減し、環境問題、ごみ処理施設の

⾧寿命化等に取り組んでいます。

⾧野県は、ごみの少ない県として、連続１位となりました。また、そのなかでも上伊那８市町村は少ない市町村として上位となっており、

全国的にごみ排出量の少ない地域となっています。

これも、上伊那地域の住民の皆様のごみ減量化・資源化及び分別排出に対するご理解ご協力結果と思います。

また、今後は、令和４年4月に施行された「プラスチックに係る資源循環の促進に係る法律」で定められている、製品プラスチックの

分別収集・再商品化に取り組み、燃やせるごみの中のプラスチックの削減に取り組んでいきます。
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※「プラスチック製容器包装」で集められたプラスチックは・・・

 容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律に基づき、指定法人（日本容器包装リ

サイクル協会）ルートでリサイクルしている。

 現在は、再生パレットに生まれ変わっている。

※⾧野県はごみの排出量は・・・

 2014年から2019年までは、ゴミの排出量の最も少ない県だったが、2020年に京都府に抜かれて2位

となっている。

※令和元年度から可燃ごみ（家庭系ごみ）が増えた理由は・・・

 上伊那クリーンセンターの稼働（H31.3稼働）に伴い、H31.4 からそれまで不燃ごみとして処理し

ていた「廃プラスチック、ゴム製品、皮革製品等」を可燃ごみに分別変更したことによるものが主な

要因と考える。

※集団回収が年々減少傾向なのは・・・

 集団回収（小学校・中学校等）の実績については、市町村からの報告であり、詳細については把握

していないが、新型コロナウイルスの蔓延により、回収品目の減少や、集団回収の実施を見合わせた

学校もあると聞いている。

 また、スーパー等の店舗において、ボックスを設置し、資源回収をしている企業も多数あり、そち

らの利用者が増加していることも要因と考える。
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